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は
じ
め
に
　
「
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
担
い
手
で
あ
る
体
育
各
部
の
数
は
今
や
四
四
を
数
え
る
。
し
か
し
、
東
京
専
門
学
校
が
早
稲
田
大
学
へ
と
名
を
あ
ら
た
め
た
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
時
点
で
は
、
わ
ず
か
に
柔
術
・
撃
剣
・
弓
術
・
野
球
・
庭
球
・
短
艇
の
六
部
が
公
認
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
　
本
展
示
会
で
は
、
そ
れ
か
ら
や
や
後
れ
て
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
正
式
な
形
で
発
足
し
た
競
走
部
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
今
年
（
二
〇
一
四
年
）
創
部
百
周
年
を
迎
え
た
早
稲
田
大
学
競
走
部
は
、
学
生
陸
上
界
、
延
い
て
は
日
本
陸
上
界
の
牽
引
車
で
あ
り
つ
づ
け
二
〇
一
四
年
度
春
季
企
画
展
　
　
　
　
「
世
界
へ
の
跳
躍
、
限
界
へ
の
挑
戦
│
│
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
の
先
駆
者
た
ち
と
そ
の
時
代
」
伊　
東　
久　
智
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て
き
た
。
そ
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
特
に
数
々
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩
出
し
た
昭
和
戦
前
期
の
黄
金
時
代
は
、
今
な
お
伝
説
的
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
　
本
展
示
会
で
は
、
そ
の
立
役
者
と
も
い
う
べ
き
四
人
の
先
駆
者
│
│
沖
田
芳
夫
・
織
田
幹
雄
・
南
部
忠
平
・
西
田
修
平
│
│
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
人
間
性
や
互
い
の
友
情
を
読
み
解
こ
う
と
努
め
た
。
個
々
人
の
素
質
の
み
が
、
彼
ら
を
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ら
し
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
苛
酷
な
練
習
の
日
々
の
な
か
で
、
自
己
に
鞭
打
つ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
│
│
そ
う
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
本
展
示
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
）、
広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
、
北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
（
北
海
き
た
え
ー
る
）
の
各
機
関
・
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
﹇
付
記
一
﹈
　
会
期
は
二
〇
一
四
年
三
月
二
四
日
か
ら
四
月
二
五
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
会
場
は
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
一
階
企
画
展
示
室
（
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
来
館
者
は
二
、
一
七
〇
名
を
数
え
た
。
な
お
、
本
展
示
会
に
つ
い
て
は
、「
朝
日
新
聞
」
三
月
二
八
日
付
、「
産
経
新
聞
」
三
月
三
一
日
付
（
都
内
版
）
に
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
　
ま
た
会
場
で
は
、
早
稲
田
大
学
映
像
情
報
委
員
会
が
晩
年
の
南
部
忠
平
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
「
金
メ
ダ
リ
ス
ト　
南
部
忠
平
氏
に
聞
く
」（
上
映
時
間
一
八
分
）
の
視
聴
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
リ
ピ
ー
ト
再
生
を
行
っ
た
。
﹇
付
記
二
﹈
　
以
下
に
記
す
写
真
・
資
料
は
、
展
示
会
場
に
陳
列
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
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Ⅰ　
早
大
競
走
部
の
四
巨
星
│
│
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
　
「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
活
の
父
」
と
も
称
え
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
（
一
八
六
三
〜
一
九
三
七
）
は
、
次
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
人
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
を
決
め
る
め
や
す
は
、
勝
利
者
で
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
て
、
努
力
を
し
た
人
で
あ
る
か
な
い
か
で
あ
る
。
人
生
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は
、
勝
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
正
々
堂
々
と
奮
闘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 
（『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
ス
ポ
ー
ツ
史
』
よ
り
）
　
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
の
先
駆
者
に
し
て
、
早
大
競
走
部
黄
金
時
代
の
立
役
者
│
│
沖
田
芳
夫
・
織
田
幹
雄
・
南
部
忠
平
・
西
田
修
平
の
四
人
は
、
世
界
的
な
競
技
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ま
さ
に
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
が
理
想
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
体
現
し
た
人
格
者
で
も
あ
っ
た
。
　
こ
の
四
人
が
競
走
部
に
勢
揃
い
し
た
期
間
は
、
必
ず
し
も
長
く
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
の
前
後
を
通
じ
て
互
い
を
意
識
し
合
い
、
よ
き
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
、
ま
た
よ
き
友
人
と
し
て
、
太
く
長
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
た
。
一
大
学
の
競
走
部
か
ら
日
本
の
陸
上
界
へ
、
そ
し
て
日
本
陸
上
界
か
ら
世
界
の
舞
台
へ
と
、
ま
る
で
階
段
を
駆
け
上
る
よ
う
に
し
て
飛
躍
し
て
い
っ
た
四
人
の
栄
光
は
、
そ
う
し
た
親
密
な
関
係
に
根
ざ
し
、
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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沖
田
芳
夫　
O
K
ITA
 Y
oshio
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
三
月
二
八
日
 
 
 
 
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。
 
 
 
 
  
広
島
一
中
時
代
か
ら
投
擲
競
技
（
砲
丸
投
げ
・
円
盤
投
げ
・
ハ
ン
マ
ー
投
げ
）
の
選
手
と
し
て
全
国
的
に
活
躍
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
四
月
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
第
一
高
等
学
院
に
入
学
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
 
 
 
 
黄
金
時
代
の
競
走
部
主
将
と
な
る
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年  
 
 
 
 
 
 
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
に
出
場
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
三
月  
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
、
三
省
堂
に
入
社
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
後
も
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
・
ベ
ル
リ
ン
五
輪
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
る
な
ど
、
指
導
者
と
し
て
陸
上
競
技
の
発
展
に
尽
力
。
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年  
 
 
 
 
 
 
早
大
競
走
部
の
監
督
に
就
任
（
〜
一
九
六
七
年
）。
幾
人
も
の
名
選
手
を
育
て
上
げ
る
。
ま
た
、
早
稲
田
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
倶
楽
部
（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）
会
長
と
し
て
競
走
部
Ｏ
Ｂ
会
を
率
い
る
。
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
四
月
二
八
日  
永
眠
。
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織
田
幹
雄　
O
D
A
 M
ikio
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
三
月
三
〇
日
 
 
 
 
広
島
県
に
生
ま
れ
る
。
 
 
 
 
  
沖
田
芳
夫
と
と
も
に
、
広
島
一
中
時
代
か
ら
陸
上
競
技
に
親
し
む
。
跳
躍
競
技
（
三
段
跳
び
・
走
り
幅
跳
び
・
走
り
高
跳
び
な
ど
）
を
中
心
に
多
才
を
発
揮
す
る
。
卒
業
後
二
年
間
、
広
島
高
等
師
範
付
属
臨
時
教
員
養
成
所
に
在
籍
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
四
月
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
第
一
高
等
学
院
に
入
学
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年  
 
 
 
 
 
 
 
前
回
の
パ
リ
五
輪
（
三
段
跳
び
六
位
入
賞
）
に
つ
づ
き
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
に
出
場
。
三
段
跳
び
で
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年  
 
 
 
 
 
 
沖
田
の
後
を
継
い
で
競
走
部
主
将
と
な
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
三
月  
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
社
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同
年
、
三
段
跳
び
世
界
記
録
（
一
五
ｍ
五
八
）
を
樹
立
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年  
 
 
 
 
 
 
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
に
出
場
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
の
後
も
新
聞
記
者
を
務
め
る
傍
ら
、
博
識
の
理
論
家
と
し
て
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年  
 
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
教
授
と
な
る
（
〜
一
九
七
五
年
）。
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年  
 
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
第
一
号
と
な
る
。
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
一
二
月
二
日  
永
眠
。
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南
部
忠
平　
N
A
M
B
U
 C
hūhei
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
五
月
二
四
日
 
 
 
 
北
海
道
に
生
ま
れ
る
。
 
 
 
 
 
北
海
中
学
時
代
か
ら
跳
躍
競
技
の
ほ
か
、
短
距
離
走
者
と
し
て
も
力
量
を
示
す
。
卒
業
後
の
一
時
期
、
札
幌
鉄
道
局
に
勤
務
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
専
門
部
商
科
に
入
学
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
 
 
 
 
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
に
出
場
（
三
段
跳
び
四
位
入
賞
）。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
三
月
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
専
門
部
商
科
を
卒
業
。
 
 
 
 
 
そ
の
後
、
満
鉄
・
美
津
野
運
動
具
店
を
経
て
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
入
社
。
織
田
と
同
様
、
運
動
部
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年  
 
 
 
 
 
 
 
織
田
の
三
段
跳
び
世
界
記
録
樹
立
と
同
じ
日
、
走
り
幅
跳
び
世
界
記
録
（
七
ｍ
九
八
）
を
樹
立
（
一
九
七
〇
年
ま
で
日
本
記
録
）。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年  
 
 
 
 
 
 
 
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
に
出
場
。
三
段
跳
び
金
メ
ダ
ル
、
走
り
幅
跳
び
銅
メ
ダ
ル
、
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
五
位
の
大
活
躍
を
演
じ
る
。
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年  
 
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
第
二
号
と
な
る
。
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ま
た
そ
の
間
、
陸
上
競
技
の
振
興
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
京
都
産
業
大
学
教
授
・
鳥
取
女
子
短
期
大
学
学
長
な
ど
も
歴
任
す
る
。
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
七
月
二
三
日  
 
永
眠
。
西
田
修
平　
N
IS
H
ID
A
 S
hūhei
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
三
月
二
一
日
 
 
 
 
和
歌
山
県
に
生
ま
れ
る
。
父
は
後
の
民
政
党
代
議
士
西
田
郁
平
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
第
一
高
等
学
院
に
入
学
。
 
 
 
 
 
中
学
時
代
に
は
無
名
の
選
手
で
あ
っ
た
が
、
先
輩
・
織
田
幹
雄
の
指
導
も
あ
っ
て
急
速
に
頭
角
を
現
し
、
同
年
、
新
入
生
な
が
ら
早
大
競
走
部
英
国
遠
征
の
代
表
メ
ン
バ
ー
に
抜
擢
さ
れ
る
。
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
に
出
場
。
棒
高
跳
び
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月  
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
を
卒
業
し
、
日
立
製
作
所
に
入
社
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年  
 
 
 
 
 
 
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
出
場
。
棒
高
跳
び
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
慶
應
義
塾
大
学
の
大
江
季
雄
と
メ
ダ
ル
を
折
半
し
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
「
友
情
の
メ
ダ
ル
」
が
誕
生
し
た
の
は
こ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
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戦
時
中
は
工
兵
隊
員
と
し
て
出
征
。
無
事
帰
還
す
る
。
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年  
 
 
 
 
 
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
第
三
号
と
な
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
ほ
か
、
戦
後
、
早
大
競
走
部
監
督
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
理
事
長
な
ど
も
歴
任
し
、
陸
上
競
技
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
。
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
四
月
一
三
日  
 
永
眠
。
　
〔
主
な
展
示
資
料
〕
○ 
織
田
幹
雄
が
練
習
で
使
用
し
た
ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズ
（
広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
所
蔵
）
　
身
長
一
六
七
㎝
の
織
田
を
、
こ
の
外
寸
わ
ず
か
二
四
㎝
余
り
の
ス
パ
イ
ク
が
支
え
て
い
た
。
盟
友
・
南
部
忠
平
に
よ
れ
ば
、
織
田
は
練
習
後
、
必
ず
ス
パ
イ
ク
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
○ 
南
部
忠
平
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
）
　
南
部
が
早
稲
田
大
学
時
代
に
袖
を
通
し
、
彼
と
と
も
に
風
を
切
っ
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。「
早
稲
田
カ
ラ
ー
」
を
バ
ッ
ク
に
白
の
「
Ｗ
」
が
映
え
る
こ
の
デ
ザ
136
イ
ン
と
配
色
は
、
今
な
お
早
大
競
走
部
の
象
徴
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
Ⅱ　
陸
上
競
技
と
の
出
会
い
　
中
学
三
年
（
一
九
二
〇
年
）
の
暮
れ
の
あ
る
日
、
織
田
幹
雄
は
体
操
教
官
室
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
何
事
か
と
出
向
い
て
み
る
と
、
彼
の
よ
う
に
足
腰
に
は
自
信
の
あ
る
猛
者
が
数
人
集
め
ら
れ
て
お
り
、
教
官
か
ら
陸
上
競
技
講
習
会
へ
の
参
加
を
勧
め
ら
れ
た
。
織
田
そ
の
と
き
、
は
じ
め
て
「
陸
上
競
技
」
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
彼
と
陸
上
競
技
と
の
出
会
い
は
、
こ
う
し
て
突
然
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
の
夏
、
当
時
北
海
中
学
の
四
年
生
で
あ
っ
た
南
部
忠
平
は
、
先
輩
の
強
い
勧
誘
に
負
け
て
「
徒
歩
部
」
（
当
時
の
北
海
中
学
で
は
、
陸
上
競
技
の
ほ
か
に
山
岳
部
も
含
め
て
こ
う
呼
ん
で
い
た
）
に
所
属
し
て
い
た
が
、
千
葉
県
で
開
か
れ
た
講
習
会
に
単
身
で
参
加
し
て
き
た
友
人
が
語
る
新
し
い
理
論
や
練
習
法
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
る
三
段
跳
び
の
正
式
な
跳
び
方
を
知
っ
た
の
も
、
こ
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
織
田
や
南
部
が
陸
上
競
技
と
出
会
っ
た
頃
は
、
エ
リ
ー
ト
予
備
軍
で
あ
る
中
学
生
た
ち
の
間
で
さ
え
ま
だ
競
技
に
対
す
る
認
知
度
は
低
く
、
指
導
者
・
指
導
書
の
類
も
求
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
ま
ず
何
に
も
ま
し
て
情
報
に
飢
え
て
い
た
。
一
㎝
で
も
遠
く
に
跳
ぶ
に
は
、
一
秒
で
も
速
く
走
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
│
│
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
独
立
し
た
競
技
者
で
あ
る
前
に
、
探
求
者
と
し
て
五
里
霧
中
の
な
か
を
歩
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
を
交
換
し
、
技
術
を
盗
み
合
う
仲
間
や
ラ
イ
バ
ル
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
〔
写
真
〕
中
学
〜
高
等
学
院
入
学
前
後
の
沖
田
芳
夫
（
右
）
と
織
田
幹
雄
（
左
）（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
こ
の
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
貼
付
し
た
織
田
は
、
そ
の
脇
に
自
筆
で
「
仲
よ
し
」
と
書
き
入
れ
た
。
　
広
島
一
中
時
代
、
沖
田
は
も
と
も
と
織
田
の
一
級
上
の
先
輩
で
あ
っ
た
が
、
進
級
に
手
間
取
り
、
気
が
つ
け
ば
織
田
と
同
級
に
な
っ
て
い
た
。
豪
放
磊
落
な
沖
田
と
、
理
論
家
肌
の
織
田
│
│
陸
上
競
技
を
通
じ
て
融
合
し
た
こ
の
二
つ
の
個
性
は
、
そ
の
後
、
早
大
競
走
部
に
新
た
な
時
代
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
　
な
お
、
沖
田
を
追
う
よ
う
に
し
て
早
大
に
入
学
し
た
織
田
は
、
彼
の
下
宿
に
転
が
り
込
み
、
共
同
生
活
を
営
み
な
が
ら
練
習
に
励
ん
だ
。
　
沖
田
や
織
田
に
と
っ
て
、
下
宿
の
部
屋
は
屋
根
の
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
疑
問
が
出
た
り
、
新
し
い
技
術
や
、
ジ
ャ
ン
プ
や
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
感
覚
を
思
い
つ
く
と
、
部
屋
の
中
で
さ
っ
そ
く
や
っ
て
み
た
。
畳
の
上
は
ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
り
、
出
窓
は
ハ
ー
ド
ル
に
な
り
、
鴨
居
は
棒
高
〔
跳
〕
や
走
高
跳
の
バ
ー
に
な
っ
た
。
　
織
田
は
よ
く
本
を
読
み
、
理
論
を
吸
収
し
、
競
技
技
術
を
分
析
し
、
綜
合
し
、
新
し
い
技
術
を
創
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
沖
田
は
、
内
外
の
投
擲
フ
ォ
ー
ム
の
写
真
を
集
め
て
、
眺
め
て
い
る
。
そ
の
写
真
か
ら
新
し
い
技
術
を
身
体
で
感
じ
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。 
（『
沖
田
芳
夫
伝　
グ
ラ
ン
ド
に
生
き
る
』
よ
り
）
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○
織
田
幹
雄
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク　
大
正
年
間　
二
冊
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
陸
上
競
技
を
は
じ
め
た
広
島
一
中
時
代
か
ら
、
織
田
は
関
連
す
る
新
聞
・
雑
誌
記
事
を
丹
念
に
調
べ
上
げ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
て
い
っ
た
。
学
究
肌
で
几
帳
面
な
織
田
の
性
格
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
Ⅲ　
早
稲
田
大
学
時
代
と
三
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１　
早
稲
田
大
学
競
走
部
　
沖
田
芳
夫
は
中
学
時
代
か
ら
、
早
稲
田
大
学
へ
の
進
学
を
公
言
し
て
い
た
。
無
双
の
投
擲
陣
を
誇
る
早
大
競
走
部
へ
の
憧
れ
か
ら
で
あ
る
。
織
田
幹
雄
も
、
や
は
り
沖
田
を
追
っ
て
強
豪
・
早
稲
田
の
一
員
と
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
　
ま
た
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
、
第
七
回
極
東
大
会
（
マ
ニ
ラ
）
に
参
加
す
る
た
め
、
神
戸
港
を
出
発
し
た
南
部
忠
平
は
、
あ
る
不
思
議
な
光
景
に
接
し
た
。い
つ
ま
で
も
追
い
か
け
て
く
る
一
隻
の
舟
か
ら
、「
都
の
西
北
」
が
聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。そ
れ
は
、
同
大
会
に
参
加
す
る
早
大
の
選
手
に
対
す
る
学
生
や
校
友
た
ち
の
は
な
む
け
の
合
唱
で
あ
っ
た
。
以
来
、
南
部
も
ま
た
「
早
稲
田
が
い
っ
ぺ
ん
に
好
き
に
な
っ
て
」
し
ま
っ
た
。
　
早
大
競
走
部
の
練
習
は
、
毎
日
午
後
三
時
頃
か
ら
第
一
高
等
学
院
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。
入
学
一
年
目
の
織
田
は
、
す
で
に
（
パ
リ
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
賞
選
手
で
あ
っ
た
が
、
授
業
が
終
わ
る
や
真
っ
先
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
飛
び
出
し
、
上
級
生
が
や
っ
て
く
る
ま
で
に
器
具
の
準
備
や
ト
ラ
ッ
ク
の
整
備
を
済
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
さ
ら
に
、
彼
ら
の
練
習
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
上
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
織
田
は
日
本
に
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
指
導
書
を
海
外
か
ら
取
り
寄
せ
て
は
研
究
を
怠
ら
な
か
っ
た
し
、
南
部
は
練
習
後
、
友
人
た
ち
と
銭
湯
に
出
か
け
る
際
に
は
必
ず
バ
ト
ン
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を
持
参
し
、
道
中
、
バ
ト
ン
パ
ス
の
練
習
に
励
ん
だ
と
回
想
し
て
い
る
。
南
部
の
い
う
よ
う
に
、「
日
常
生
活
の
中
に
練
習
が
溶
け
込
ん
で
い
た
」
の
で
あ
る
。
〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
〔
写
真
〕
第
一
高
等
学
院
グ
ラ
ウ
ン
ド　
一
九
三
二
年
頃
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
「
原
っ
ぱ
」
と
で
も
表
現
し
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
に
も
み
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
数
々
の
世
界
的
な
ア
ス
リ
ー
ト
が
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。一
周
は
わ
ず
か
二
八
〇
ｍ
ほ
ど
し
か
な
く
、「
ど
こ
か
ら
円
盤
や
鎗
が
飛
ん
で
く
る
か
見
当
も
つ
か
な
い
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
い
れ
ば
い
た
で
、
後
ろ
か
ら
長
距
離
の
連
中
が
追
い
抜
い
て
行
く
し
、
横
か
ら
は
ハ
ー
ド
ル
の
連
中
が
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
油
断
も
ス
キ
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（
南
部
忠
平
）
と
い
う
。
　
場
所
は
ち
ょ
う
ど
現
在
の
文
学
学
術
院
校
舎
（
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
あ
る
高
台
で
、
高
等
学
院
の
校
舎
は
現
在
の
記
念
会
堂
の
辺
り
に
建
っ
て
い
た
（
写
真
に
は
そ
の
屋
根
の
み
が
映
っ
て
い
る
）。
○ 
織
田
幹
雄
の
ノ
ー
ト　
「
練
習
記
録
」　
一
九
二
六
〜
二
八
年
頃
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
日
々
の
練
習
の
な
か
で
、
織
田
は
自
ら
の
記
録
の
推
移
を
こ
と
細
か
に
記
録
し
て
い
た
。
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競
走
部
監
督
・
山
本
忠
興
（
一
八
八
一
〜
一
九
五
一
）
　
電
気
工
学
の
専
門
家
と
し
て
早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
山
本
は
、
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
歴
史
に
そ
の
名
を
刻
ん
で
い
る
が
、
彼
が
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
果
た
し
た
役
割
も
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。
　
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら
二
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
競
走
部
の
監
督
を
務
め
た
山
本
は
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
日
の
よ
う
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
訪
れ
、
部
員
た
ち
の
練
習
を
見
守
っ
て
い
た
と
い
う
。
彼
は
陸
上
競
技
の
専
門
家
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、そ
の
存
在
は
、南
部
忠
平
曰
く
「
僕
た
ち
の
心
の
支
え
」
で
あ
っ
た
。「
み
ん
な
の
練
習
が
終
る
ま
で
木
陰
に
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
見
て
下
さ
る
姿
が
、
ど
ん
な
に
心
強
か
っ
た
で
し
ょ
う
」。
　
競
走
部
の
黄
金
時
代
を
物
語
る
海
外
遠
征
ラ
ッ
シ
ュ
も
、
多
く
は
山
本
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
費
用
の
工
面
に
も
心
を
砕
い
た
。
織
田
幹
雄
と
南
部
忠
平
　
織
田
君
と
は
、
同
じ
跳
躍
と
短
距
離
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
だ
ん
だ
ん
打
ち
解
け
て
き
て
、
そ
の
う
ち
織
田
君
の
下
宿
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に
も
と
き
ど
き
遊
び
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
見
た
彼
の
生
活
ぶ
り
は
実
に
立
派
な
も
の
で
感
心
す
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。
…
…
私
は
そ
ん
な
織
田
君
を
尊
敬
し
、
彼
の
跳
躍
中
の
写
真
を
自
分
の
机
の
前
に
貼
っ
て
、
い
つ
も
自
分
を
励
ま
し
て
い
た
も
の
だ
。
　
正
月
な
ど
、
私
が
札
幌
へ
帰
郷
で
き
な
い
で
い
る
と
、
織
田
君
は
、「
お
れ
の
家
へ
こ
い
よ
」
と
、
広
島
の
実
家
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
宮
島
な
ど
の
名
所
を
見
て
回
っ
た
り
、
瀬
戸
内
海
で
獲
れ
た
ば
か
り
の
カ
キ
を
た
く
さ
ん
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。 
（
南
部
忠
平
『
紺
碧
の
空
に
仰
ぐ
感
激
の
日
章
旗
』
よ
り
）
新
星
・
西
田
修
平
　
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
、
早
大
の
門
を
く
ぐ
っ
た
西
田
修
平
の
加
入
に
よ
っ
て
、
競
走
部
の
黄
金
時
代
は
本
格
的
な
幕
を
開
け
た
。
無
名
の
選
手
で
あ
っ
た
西
田
が
急
成
長
を
遂
げ
た
背
景
に
は
、
彼
自
身
の
ひ
た
む
き
な
努
力
と
、
先
輩
・
織
田
幹
雄
の
存
在
が
あ
っ
た
。
（
織
田
）
　
早
大
に
入
つ
て
来
た
西
田
修
平
君
は
、
全
く
無
名
の
中
学
選
手
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
…
…
も
ち
ろ
ん
、
練
習
で
も
相
手
に
さ
れ
ず
、
初
め
の
中
は
、
四
人
の
〔
先
輩
の
〕
練
習
を
手
伝
わ
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
　
四
人
の
練
習
が
終
つ
て
、
初
め
て
自
分
の
練
習
に
入
れ
る
の
だ
が
、
手
を
と
つ
て
教
え
る
人
も
な
く
、
た
だ
一
人
残
つ
て
、
黙
々
と
練
習
す
る
様
子
を
、
い
つ
も
、
遅
く
ま
で
練
習
し
て
い
る
私
は
、
じ
つ
と
見
て
い
た
。
…
…
余
り
熱
心
な
の
で
、
私
も
暇
を
見
て
、
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時
々
、
練
習
を
手
伝
つ
て
や
つ
た
。 
（
織
田
幹
雄
『
跳
躍
一
路
』
よ
り
）
（
西
田
）
　
日
本
の
一
流
選
手
の
揃
っ
て
い
る
早
稲
田
の
ト
ラ
ッ
ク
に
し
て
は
、
甚
だ
お
粗
末
な
感
じ
が
し
た
が
、
出
て
き
た
顔
を
見
れ
ば
こ
れ
は
大
し
た
も
の
。
あ
れ
が
沖
田
さ
ん
、
住
吉
〔
耕
作
〕
さ
ん
、
こ
ち
ら
が
織
田
さ
ん
、
南
部
さ
ん
、
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ツ
や
新
聞
で
見
た
顔
が
目
の
前
に
あ
る
の
だ
か
ら
驚
き
だ
。
…
…
織
田
さ
ん
も
、
別
の
種
目
の
練
習
が
あ
る
の
で
お
そ
く
な
り
、
た
ま
た
ま
棒
高
跳
の
と
こ
ろ
に
来
ら
れ
て
、
注
意
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
時
は
下
宿
へ
帰
っ
た
後
も
、
う
れ
し
く
て
思
い
出
し
て
は
快
哉
を
叫
び
た
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 
（『
早
稲
田
大
学
競
走
部
七
十
年
史
』
よ
り
）
２　
黄
金
時
代
の
現
出
│
│
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
　
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
つ
い
に
沖
田
芳
夫
・
織
田
幹
雄
・
南
部
忠
平
・
西
田
修
平
の
四
人
が
早
大
競
走
部
に
勢
揃
い
し
た
。
そ
れ
は
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
に
と
っ
て
も
、
ま
た
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
と
っ
て
も
、
記
念
す
べ
き
濃
密
な
一
年
と
な
っ
た
。
　
早
大
競
走
部
は
、
五
月
の
第
一
回
日
本
イ
ン
カ
レ
、
六
月
の
早
慶
対
抗
陸
上
に
連
勝
し
、
す
で
に
国
内
に
敵
な
し
と
し
て
標
的
を
海
外
に
定
め
た
。
山
本
忠
興
監
督
の
奔
走
も
あ
っ
て
、
七
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
名
門
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
両
大
学
の
学
生
・
Ｏ
Ｂ
か
ら
な
る
ア
キ
レ
ス
ク
ラ
ブ
と
の
対
戦
が
決
ま
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
組
を
中
心
と
す
る
二
二
名
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
訪
欧
の
途
に
つ
い
た
。
試
合
自
体
は
僅
差
で
敗
れ
た
と
は
い
え
、
単
独
チ
ー
ム
に
よ
る
海
外
遠
征
は
日
本
陸
上
史
上
初
の
快
挙
で
あ
っ
た
。
　
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
│
│
。
第
九
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
臨
ん
だ
日
本
男
子
陸
上
メ
ン
バ
ー
は
一
六
名
、
そ
の
う
ち
の
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九
名
ま
で
が
早
大
競
走
部
の
猛
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
八
月
二
日
、
三
段
跳
び
決
勝
で
織
田
が
一
五
ｍ
二
一
を
マ
ー
ク
し
て
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
つ
い
に
世
界
の
頂
点
に
上
り
詰
め
た
。
　
さ
ら
に
そ
の
後
、
早
大
競
走
部
は
第
二
回
国
際
学
生
陸
上
（
パ
リ
）、
日
仏
対
抗
陸
上
（
大
連
）
を
は
し
ご
し
て
よ
う
や
く
帰
国
。
秋
に
は
関
東
イ
ン
カ
レ
、
そ
し
て
関
西
学
院
と
の
対
抗
試
合
で
も
勝
利
を
収
め
た
。
ま
さ
し
く
黄
金
時
代
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年
は
、
こ
う
し
て
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。
〔
主
な
展
示
資
料
〕
○
早
稲
田
大
学
対
ア
キ
レ
ス
ク
ラ
ブ
戦
の
招
待
券
と
記
念
メ
ダ
ル　
一
九
二
八
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
こ
の
対
抗
試
合
で
、
織
田
幹
雄
は
、「
競
技
と
は
自
分
が
全
力
を
だ
し
た
か
ど
う
か
で
あ
り
、
順
位
と
い
う
の
は
問
題
で
な
い
」
と
い
う
英
国
選
手
の
言
葉
に
強
く
胸
を
打
た
れ
た
。
　
つ
づ
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
勝
の
前
日
、「
ど
う
し
て
も
優
勝
し
な
け
れ
ば
」
と
気
負
い
込
ん
で
い
た
織
田
は
、
そ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
し
て
よ
う
や
く
眠
り
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
○
織
田
幹
雄　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
三
段
跳
び
金
メ
ダ
ル　
一
九
二
八
年
（
個
人
蔵
）
　
当
時
、
メ
ダ
ル
の
授
与
式
は
会
期
の
最
終
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
織
田
は
パ
リ
で
開
か
れ
る
国
際
学
生
陸
上
に
参
加
す
る
た
め
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
水
泳
で
日
本
人
二
人
目
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
鶴
田
義
行
が
、
織
田
の
分
も
あ
わ
せ
て
受
領
し
た
。
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○ 
〔
写
真
〕
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
五
輪
三
段
跳
び
表
彰
式　
一
九
二
八
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
ポ
ー
ル
の
中
央
に
揚
が
っ
た
特
大
の
日
章
旗
を
撮
影
し
た
も
の
。
織
田
幹
雄
は
こ
の
写
真
に
「
日
章
旗　
君
ヶ
代
乃
声　
涙
‼
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
（
西
田
修
平
旧
蔵
）。
　
３　
「
友
情
の
メ
ダ
ル
」
誕
生
ま
で
│
│
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ベ
ル
リ
ン
五
輪
　
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
大
阪
で
、
織
田
幹
雄
と
南
部
忠
平
は
再
び
顔
を
合
わ
せ
た
。
大
学
卒
業
後
の
勤
め
先
（
南
部
は
美
津
野
運
動
具
店
、
織
田
は
朝
日
新
聞
社
）
が
、
偶
然
に
も
目
と
鼻
の
先
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
終
業
後
、
関
西
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
と
も
に
汗
を
流
す
よ
う
に
な
っ
た
二
人
は
、
一
〇
月
二
七
日
、
同
じ
大
会
の
舞
台
で
、
日
本
陸
上
史
上
初
と
な
る
世
界
記
録
を
立
て
つ
づ
け
に
樹
立
す
る
（
織
田
・
三
段
跳
び
一
五
ｍ
五
八
、
南
部
・
走
り
幅
跳
び
七
ｍ
九
八
）。
　
翌
年
開
催
さ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
に
も
、
そ
の
勢
い
は
持
ち
越
さ
れ
た
。
織
田
は
足
の
故
障
の
た
め
出
場
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
が
、
南
部
は
そ
の
無
念
を
背
負
っ
て
見
事
に
大
役
を
果
た
し
た
（
三
段
跳
び
金
メ
ダ
ル
、
走
り
幅
跳
び
銅
メ
ダ
ル
）。
一
方
、
コ
ー
チ
と
し
て
参
加
し
た
沖
田
芳
夫
は
、
社
会
人
と
し
て
働
き
つ
つ
、
時
折
母
校
の
後
輩
た
ち
の
指
導
に
も
当
た
っ
て
い
た
が
、
今
や
そ
の
競
走
部
を
率
い
る
立
場
と
な
っ
て
い
た
西
田
修
平
も
、
棒
高
跳
び
で
初
の
メ
ダ
ル
（
銀
）
を
獲
得
し
た
。
　
そ
し
て
さ
ら
に
四
年
後
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
ベ
ル
リ
ン
五
輪
│
│
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
命
運
を
賭
し
た
こ
の
大
会
で
も
、
日
増
し
に
濃
く
な
る
戦
雲
を
払
い
の
け
る
か
の
よ
う
な
、
干
戈
を
交
え
な
い
「
激
闘
」
が
人
々
に
感
動
を
与
え
た
。
西
田
、
大
江
季
雄
（
慶
應
義
塾
大
学
）、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
メ
ド
ウ
ス
、
セ
フ
ト
ン
の
四
人
で
争
わ
れ
た
棒
高
跳
び
の
決
勝
は
ま
さ
に
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
　
メ
ド
ウ
ス
の
優
勝
が
決
ま
り
、
西
田
・
大
江
が
二
位
・
三
位
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
時
点
で
、
西
田
と
大
江
は
戦
う
こ
と
を
止
め
（
公
式
発
表
で
は
西
田
二
位
、
大
江
三
位
）、
帰
国
後
、
銀
メ
ダ
ル
と
銅
メ
ダ
ル
を
折
半
し
て
接
着
。
い
わ
ゆ
る
「
友
情
の
メ
ダ
ル
」
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が
誕
生
し
た
。
○
南
部
忠
平　
走
り
幅
跳
び
世
界
記
録
表
彰
状　
一
九
三
二
年
一
月
二
〇
日
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
）
○
〔
写
真
〕
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
向
か
う
船
上
で
の
選
手
た
ち　
一
九
三
二
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
左
か
ら
一
人
目
が
南
部
忠
平
、
三
人
目
が
沖
田
芳
夫
、
六
人
目
が
織
田
幹
雄
、
七
人
目
が
西
田
修
平
。
○ 
南
部
忠
平　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
三
段
跳
び
金
メ
ダ
ル
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
）・
走
り
幅
跳
び
銅
メ
ダ
ル
（
個
人
蔵
）　
一
九
三
二
年
　
織
田
幹
雄
と
同
様
、
南
部
も
足
に
不
安
を
抱
え
て
お
り
、
走
り
幅
跳
び
は
３
位
に
沈
ん
だ
が
、
三
段
跳
び
で
は
本
領
を
発
揮
し
た
。
　
当
日
、
大
丈
夫
か
と
心
配
す
る
織
田
に
対
し
、
南
部
は
「
心
配
す
る
な
。
こ
れ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
抜
い
て
や
る
」
と
応
え
、
二
度
目
の
跳
躍
で
織
田
の
世
界
記
録
を
示
す
旗
を
越
え
て
い
っ
た
。
○ 
南
部
忠
平　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
三
段
跳
び
表
彰
状　
一
九
三
二
年
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
所
蔵
）
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○
西
田
修
平　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
棒
高
跳
び
銀
メ
ダ
ル　
一
九
三
二
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
織
田
幹
雄
曰
く
、「
朝
寝
坊
で
、
暢
気
者
、
し
か
も
す
べ
て
の
人
か
ら
愛
さ
れ
た
」
と
い
う
西
田
。
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
の
日
も
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
「
悠
々
と
寝
て
い
た
」
と
い
う
心
臓
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
○
二
枚
の
「
友
情
の
メ
ダ
ル
」
│
│
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
お
け
る
西
田
修
平
（
右
）
と
大
江
季
雄
（
左
）
大学史資料センター所蔵
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○
〔
袱
紗
〕
第
一
一
回
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
遠
征
記
念　
早
稲
田
大
学
体
育
会　
一
九
三
六
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
○
織
田
幹
雄
「
友
情
の
メ
ダ
ル
」『
新
編　
新
し
い
国
語　
五
年
（
Ⅰ
）』
所
収　
一
九
五
六
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
Ⅳ　
陸
上
「
競
」
技
か
ら
陸
上
「
戦
」
技
へ
│
│
先
駆
者
た
ち
の
戦
中
・
戦
後
　
戦
時
中
、
沖
田
芳
夫
は
勤
め
先
の
同
僚
と
と
も
に
俳
句
を
た
し
な
む
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
八
日
の
句
日
誌
に
は
、
こ
ん
な
一
句
が
み
え
る
│
│
「
英
米
に
挑
戦
の
日
に
初
氷
」。
陸
上
「
競
」
技
大
会
が
、
陸
上
「
戦
」
技
大
会
と
改
称
さ
れ
個人蔵
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て
し
ま
う
よ
う
な
時
代
の
到
来
で
あ
っ
た
。
　
戦
後
、
南
部
忠
平
は
こ
う
述
べ
て
い
る
│
│
「
私
は
今
も
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
勝
て
た
の
は
、
運
が
よ
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
思
っ
て
い
る
」。
彼
の
い
う
「
運
」
と
は
、
競
技
当
日
の
「
運
」
だ
け
で
は
な
い
。
時
代
に
恵
ま
れ
た
と
い
う
意
味
で
の
「
運
」
で
も
あ
っ
た
。
日
米
開
戦
前
後
、
彼
は
幾
度
か
沖
縄
を
訪
れ
、
学
校
で
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
生
徒
の
多
く
は
、
生
き
て
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
一
方
、
ベ
ル
リ
ン
五
輪
後
の
西
田
修
平
に
は
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
一
九
四
〇
年
の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
た
）
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
ら
も
従
軍
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
戦
争
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
幻
と
消
え
た
。
彼
は
無
事
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
ベ
ル
リ
ン
の
「
戦
友
」・
大
江
季
雄
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
で
銃
弾
に
倒
れ
た
。
　
そ
う
し
て
暗
い
時
代
を
生
き
抜
い
た
四
人
は
、
戦
後
、
日
本
陸
上
界
の
再
建
に
身
心
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
世
界
を
相
手
に
戦
え
る
人
材
の
育
成
に
奔
走
し
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
第
二
の
陸
上
人
生
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
一
〇
月
一
〇
日
、
東
京
│
│
。「
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
か
ら
二
四
年
の
歳
月
を
経
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
母
国
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
迎
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
、
織
田
は
陸
上
日
本
選
手
団
強
化
本
部
長
、
南
部
は
同
副
部
長
、
沖
田
と
西
田
は
強
化
コ
ー
チ
と
な
っ
て
い
た
。
　
最
後
に
、
沖
田
が
詠
ん
だ
俳
句
を
も
う
一
つ
だ
け
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。
│
│
「
ス
ポ
ー
ツ
の
友
と
一
こ
ん
春
惜
む
」。
○
西
田
修
平　
支
那
事
変
従
軍
記
章
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
西
田
は
工
兵
隊
員
と
し
て
、
激
戦
で
知
ら
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
の
上
陸
作
戦
な
ど
に
参
加
し
た
。
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○
織
田
幹
雄
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク　
戦
後　
二
冊
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
織
田
は
第
一
線
を
退
い
て
後
も
、
陸
上
界
の
動
静
を
記
録
し
つ
づ
け
て
い
た
。
彼
が
遺
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
は
膨
大
な
数
に
上
り
、
そ
の
一
部
が
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
○ 
西
田
修
平　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
銀
章　
一
九
八
九
年
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
運
動
の
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
オ
ー
ダ
ー
。展
示
資
料
（
写
真
参
照
）
は
西
田
の
も
の
で
あ
る
が
、
織
田
幹
雄
・
南
部
忠
平
の
二
人
も
同
じ
く
銀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
　
な
お
、
こ
の
三
人
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
校
友
を
表
彰
す
る
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
の
第
一
号
（
織
田
）、
第
二
号
（
南
部
）、
第
三
号
（
西
田
）
で
も
あ
る
。
○ 
〔
写
真
〕
早
大
競
走
部
の
八
〇
周
年
記
念
式
典
で
顔
を
揃
え
た
晩
年
の
四
人　
一
九
九
四
年
　
右
か
ら
沖
田
芳
夫
・
織
田
幹
雄
・
南
部
忠
平
・
西
田
修
平
と
青
木
半
治
。
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先
駆
者
た
ち
の
言
葉
〔
沖
田
芳
夫
〕
　
よ
く
競
技
で
、
一
生
懸
命
努
力
し
失
敗
し
て
、
運
が
云
々
、
身
体
が
云
々
と
云
う
人
も
あ
る
が
、
運
が
悪
い
の
で
な
く
、
身
体
の
せ
い
で
も
な
く
、
相
手
は
自
分
よ
り
以
上
の
努
力
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
（『
沖
田
芳
夫
伝　
グ
ラ
ン
ド
に
生
き
る
』
よ
り
）
〔
織
田
幹
雄
〕
　
私
は
決
し
て
天
才
的
な
競
技
者
で
は
な
か
っ
た
。
私
を
強
く
し
た
の
は
、
人
一
倍
の
努
力
で
あ
っ
た
。
 
（
織
田
幹
雄
『
わ
が
陸
上
人
生
』
よ
り
）
〔
南
部
忠
平
〕
　
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
が
人
生
の
す
べ
て
で
は
な
い
。こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
こ
そ
言
い
た
い
言
葉
な
の
だ
が
、し
か
し
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
得
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
大
き
い
と
思
う
。 
（
南
部
忠
平
『
紺
碧
の
空
に
仰
ぐ
感
激
の
日
章
旗
』
よ
り
）
 
以
上
